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 東海労組合員や国労組合員を、コロナ禍の中で急遽出向に放出するの

はなぜか。放出する中で、新たに乗務員の養成、見習いが多数運輸所に

来ています。 
 いま、なぜ原則出向を出すのか、明らかに東海労の弱体化であり組織

破壊が目的です。 
  

 コロナ禍の中においても、会社の内部留保金は小国の国家予算ほども

あるのではないか。経済的には何の問題もないはずです。 

 問題があるとするなら、リニア建設の莫大な設備費用が掛ることであ

り、負の遺産になる可能性が大きい。（今の国の借金と同じように） 
 これからの若い世代がその負の遺産を追うことになるのです。負の遺

産を創られた方々は、いいとこ取りでこの会社からはいなくなります。 
 

 

 


